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安曇野市になって常任委員会が傍聴できるようにな

り、３月議会は総務委員会と福祉教育委員会を傍聴し

た。この委員会を傍聴した理由は、紅二点女性議員が

いること。

そして、私の一番の関心事である、社協のお金の使

い方、市がどれだけ補助金を出しているのか、適正な

使い方をしているのか知りたかったからである。

また、わが地域から出た議員がどんな活躍をしてい

るのか、その他有能な議員がいるのか？等々確認した

かったからである。よかった！おもしろかった！勉強

にもなったし（請願書の書き方等）、議員を身近に感

じることもできた。議員がどのように住民の代表とし

て内容をチェックし、質問をするかということや、そ

れに対する職員の考え方・態度･人柄がよく伝わって

きた。こんな委員会を皆さんも是非傍聴していただき

たい。

市になって地域の大事なものが失われそうな気がし

ないでもないが、行政の責任だけにしないで、住民も

議員も意識改革し、チェックし合い、夢と希望を持ち、

善悪をはっきりさせる私利私欲のない心、それを持ち

続ければ、必ず未来は開けると感じた。
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南砺市にて研修

安曇野市議会
常任委員会を傍聴して

中槙冨美恵さん（豊科）

３月27日、28日、安曇野市議会は松本市、南
なん

砺
と

市を訪れ行政視察をし、市議会のあり方と電
子自治体の内容を研修した。

議員定数の半数を超える会派はないが、議
長・副議長はそれぞれ違う会派から選出され、
各常任委員長も会派に按分され、バランスのと
れた議会運営と受けとめられた。
一般質問は代表質問制を基本に個人質問を含
めた形式で質問者は制限ない。一会派あたり25
分（質問のみで答弁は含まない）で所属議員に
10分を乗じた時間が与えられている。無所属議
員は年間60分である。政務調査費は議員一人あ
たり年額25万円で使途基準も定めてある。

南砺市は８つの町村が合併して、市制は2004
（平成16）年11月１日から、人口６万人、668km2、
富山県の南部に位置している。議員は合併特例
法を適用し定数34人で３つの常任委員会、３つ
の特別委員会をつくっている。
富山県下でもすすんだ電子決裁システムを導
入し、意思決定の迅速化、滞留状況の把握、ペ
ーパーレス化の実現の効果をあげようとしてい
る。電子自治体のための庁内事務共通基盤シス
テムにより、広大な面積の市をカバーする能力
がある一方、設備および管理費のコストがかか
っている状況があった。

お詫びと訂正
２月８日発行「安曇野市議会だより」
７ページ２段目　誤「高い視野に立ち」

正「高い視点に立ち」
10ページ４段目　誤「自治体フォーム」

正「自治体法務」
18ページ３段目　誤「平成18年９月」

正「平成18年４月」
お詫びして訂正します。

富山県下で先進をいく電子自治体

南砺市

議会運営と会派構成

松本市議会


